
目的 (事業全体)

伊勢湾や熊野灘における放流効果の把握および放流効

果向上のために, 大量標識放流を実施して, 放流適正場

所, 放流魚混獲率, 放流魚回収状況を明らかにする｡

なお, 結果の詳細は関連報文に報告したので, ここでは

その概略を記載する｡

１. 標識技術試験

目 的

放流効果調査に使用するイラストマー標識を中心とし

た標識技術を確立する｡

材料と方法

１) 標識装着作業試験

供試魚は�社�日栽協南伊豆事業場から提供された種苗

(������尾�平均全長��	
��) 用いた｡ 平成��年６月�

日に三重県栽培漁業センターに受け入れ, 標識装着作業

は同年７月９日～７月��日半日の�	
日間, 同センター

屋内にて行った｡

標識を装着する機器として主に ���������������

����������(以下, ���) 社製イラストマー標識空気

駆動埋め込みシステム (以下, エアーインジェクター)

を��台使った｡ 標識装着部位は左胸鰭基部とした｡

２) 標識の視認性調査

①平成13年度放流群の放流時における視認性

標識装着作業試験で作業した種苗の放流時 (７月� 

日) における視認性を調査した｡

②平成12年度放流群の飼育条件下における標識の視認性

の推移

平成�年度放流群の飼育試験を継続し, 標識装着部

位による視認性の推移を調査した｡

③平成12年度放流群(１歳魚)の天然海域における標識の

視認性

市場にて０歳魚を購入, 解剖して皮下に埋没した標

識の割合を調査した｡

結果と考察

１) 標識装着作業試験

合計�
��! 尾に標識を装着できた｡ エアーインジェク

ターの１台１時間当たりの平均装着尾数は�
�尾前後で

あった｡ 機器を改良したためトラブルは減少したが, 丁

寧な作業を行ったのでエアーインジェクター１台１時間

あたりの平均装着尾数は, 昨年度より低下した｡

２) 標識の視認性調査

①平成13年度放流群 (H13熊野市放流群) の放流時にお

ける視認性

放流時における標識の視認性において, 昨年度放流

群と大きな差は無かった｡ しかし, 平成�年度放流群

の多くに採用された胸鰭下部は, 成長に伴う視認性の

低下が予想される｡ 今年度採用した胸鰭基部は視認性

の低下が少ないと推定できる｡

②平成12年度放流群の飼育条件下における視認性の推移

天然海域に比べて成長が遅れたが, 胸鰭付近に装着

した標識では後基部, 前基部, 下部の順で視認性に優

れていることが明らかになった｡

③平成12年度放流群(１歳魚)の天然海域における標識の

視認性

供した尾中, 標識魚は３尾であった｡ ３尾のうち

１尾の標識は, 外部から全く確認できない皮下に埋没

していた｡ 標識魚が少なく, 放流効果調査で検討する

際に用いる補正値を得ることはできなかった｡

２. 資源利用実態調査

目 的

放流および漁獲の実態, 漁業種類又は海域毎の放流魚

の混獲率などを把握し, 放流効果調査の基礎データとす

る｡

材料と方法

１) 放流実態調査

県内の種苗放流実態を把握した｡

２) 漁獲実態および漁獲変動調査

小型機船底曳網 (まめ板：以下, 小底) では有滝地区,

まき網では安乗地区, 延縄では操業海域毎で計��地区を

対象とし, 漁獲実態等を集計した｡

３) 市場調査

漁獲物の全長組成と放流魚の混獲実態を調査した｡ 放
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